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NEJM勉強会 2014 年度 第 5 回 2014 年 5 月 23 日 B プリント 担当：金久保祐介 

Case 36-2013: A 38-Year-Old Woman with Anemia and Thrombocytopenia 

(New England Journal of Medicine 2013 November 21; 369: 2032-2043.) 

 

PROBLEM LIST 

＃正球性正色素性貧血 

＃倦怠感（＋頭痛・意識朦朧・気分の不調） 

＃呼吸困難 

＃紫斑 

＃暗色尿 

 ＃LDH↑・間接ビリルビン↑・ 

尿定性でウロビリノーゲン（3+） 

 

＃血小板減少 

 

＃小児期の鼻出血の既往 

＃妊娠期の鼻出血の既往 

＃帝王切開後、不正子宮出血が出現したために 

子宮摘出術 

 

＃3 年前の呼吸困難、意識朦朧、体重減少といった 

一連の症状の既往 

 

＃Ht 低下 

＃WBC上昇 

＃低血圧 

＃大腿部の小水疱性病変

 

【検査所見】 

 

 

造影 CT にて腹部・骨盤に異常なし。6 年前は Ht 基準範囲内。 

血清・尿中タンパク電気泳動に異常なし、部分トロンボプラスチン時間異常なし 

陽性：クームス試験、Warm-reacting and cold-reacting autoantibody、抗グロブリン抗体、抗核抗体 

   抗平滑筋抗体、抗カルジオリピン IgM抗体 

陰性：HIV 抗体、急速血漿レアギン試験、抗カルジオリピン IgG 抗体 

 

末梢血スメア 

（前医入院時）血小板数減少、球状赤血球、多染性赤血球を認める。白血球に形態学的異常なし。 

（当院入院時）大赤血球、多染性赤血球、小球状赤血球、わずかに後骨髄球を認める。血小板は異常なし。 

悪性の細胞を認めない。 

血液培養：陰性／尿培養：105 mixed flora／大腿水疱の培養：HSV-2 


